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現
在
国
内
で
は
、
安
全
安
心
な
食
料
の

確
保
、
食
料
自
給
率
の
低
迷
、
家
族
が

別
々
の
時
間
に
食
事
を
取
る
個
食
化
の
進

展
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
維
持
の
根
源
で

あ
る
食
に
関
す
る
問
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、
全
国
で

「
地
産
地
消
」
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た
食
材
を

地
域
で
消
費
す
る
こ
と
、
地
域
の
食
材
に

ま
つ
わ
る
伝
統
、
文
化
を
理
解
し
、
次
世

代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
、
食
事
を
通
し
て

家
族
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
く

こ
と
、
さ
ら
に
は
世
界
的
な
問
題
で
あ
る

環
境
負
荷
の
低
減
を
進
め
て
い
く
こ
と
な

ど
、
持
続
可
能
な
社
会
を
作
っ
て
い
く
た

め
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み

で
す
。

市
で
は
、
市
民
、
行
政
、
産
業
、
学
校

な
ど
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
が
参
加
し
、
地
域

単
位
で
問
題
を
克
服
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

地
産
地
消

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
宣
言

市
で
は
、
平
成
20
年
２
月
に
、
地
産
地

消
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
地
域
の

農
林
水
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
開
発
を

行
う
「
女
性
起
業
家
」
の
育
成
や
、
豊
富

な
食
と
自
然
を
活
用
し
、
交
流
人
口
と
宿

泊
客
の
増
加
を
目
指
す
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

光
振
興
の
取
り
組
み
、
こ
れ
ら
を
持
続

的
・
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
の
推

進
体
制
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
月
28
日
（
日
）
に
白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
「
地
産
地
消
キ
ッ
ク

オ
フ
イ
ベ
ン
ト
」
で
、
フ
ー
ド
・
リ
ゾ
ー

ト
南
房
総
を
合
言
葉
に
、
地
産
地
消
を
推

進
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
、
こ
の
運
動
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
今
後
、
一
丸
と
な
っ
て

進
め
て
い
く
た
め
に
、
石
井
市
長
が
「
地

産
地
消
推
進
の
ま
ち
南
房
総
」
を
宣
言
し

ま
し
た
。

今
年
度
は
「
地
産
地
消
２
０
１
０
」
と

し
て
、
地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

な
ぜ
地
産
地
消
？

地産地消キックオフイベントでの女性起業家による
出店の様子
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地
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地
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の
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め 

　
２
月
28
日
に
白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
で
地
産
地
消
運
動
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
た
め
「
地
産
地
消
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市
長
に
よ
る
「
地
産
地
消
推
進
の
ま
ち
南
房
総
」
宣
言
を

は
じ
め
、
料
理
愛
好
家
・
平
野
レ
ミ
さ
ん
の
講
演
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 
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キキ
ッッ
チチ
ンン
かか
らら
幸幸
せせ
をを
発発
信信
しし
まま
しし
ょょ
うう

基
調
講
演

平
野
レ
ミ
さ
ん

ぐ
近
く
に
豊
か
な
食
材
が
あ
る
皆
さ
ん

は
、
都
会
に
い
る
人
か
ら
見
れ
ば
と
て
も

幸
せ
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

私
の
持
論
と
し
て
、
身
近
な
食
材
を
使

っ
て
毎
日
キ
ッ
チ
ン
で
手
作
り
料
理
を
作

っ
て
食
べ
れ
ば
、
家
族
が
幸
せ
に
な
り
、

そ
れ
を
ど
の
家
庭
も
行
え
ば
、
世
界
が
幸

せ
に
な
る
。
ぜ
ひ
今
日
の
夕
食
か
ら
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

市
産
の
食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
（
一
部
）

サ
バ
コ
ロ
ッ
ケ

サ
バ
を
三
枚
に
お
ろ
し
、
た
た
き
ま
す
。

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
長
い
も
・
玉
ね
ぎ
み
じ
ん

切
り
な
ど
と
合
わ
せ
ま
す
。
丸
め
た
も
の

を
、
パ
ン
粉
を
つ
け
て
揚
げ
ま
す
。

ア
ジ
の
ム
ニ
エ
ル

三
枚
に
お
ろ
し
た
ア
ジ
に
小
麦
粉
を
ふ

り
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
し
い
た
フ
ラ
イ

パ
ン
で
両
面
を
こ
ん
が
り
焼
き
ま
す
。

ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
と
ト
マ
ト
の
角
切

り
を
か
け
ま
す
。
バ
ル
サ
ミ
コ
酢
を

か
け
た
よ
う
に
な
り
、
美
味
し
い
で

す
。

全
国
各
地
で
の
ま
ち
お
こ
し

九
州
の
特
産
物
で
海
藻
か
ら
で
き

て
い
て
、
食
感
は
寒
天
の
よ
う
な

「
お
き
う
と
」
が
あ
り
ま
す
。

普
通
は
酢
じ
ょ
う
ゆ
を
つ
け
て
食

べ
る
も
の
で
す
が
、
き
な
粉
と
黒
砂

糖
を
か
け
て
和
風
デ
ザ
ー
ト
に
大
変

身
。今

ま
で
あ
る
も
の
も
目
線
を
変
え

れ
ば
新
し
い
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

平
野
レ
ミ
さ
ん
講
演
会
で
は
、
主
に
、

地
産
地
消
の
意
義
や
、
平
野
さ
ん
が
考
案

し
た
市
産
の
魚
介
類
・
野
菜
な
ど
を
使
っ

た
料
理
の
紹
介
、
全
国
各
地
で
の
ま
ち
お

こ
し
の
経
験
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
ま
わ
り
に
あ
る
新
鮮
な
食
材
だ

と
、
少
し
の
調
理
で
十
分
美
味
し
く
な
り

ま
す
。
遠
く
か
ら
運
ば
れ
る
も
の
だ
と
、

ガ
ソ
リ
ン
を
多
く
使
う
の
で
環
境
に
よ
く

な
い
し
、
消
費
期
限
を
延
ば
す
た
め
に
、

添
加
剤
を
入
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
す

「地産地消推進のまち南房総」宣言をする石井
市長とゆめ半島千葉国体マスコットキャラク
ターのチーバくん

料理愛好家
平野レミさん

主
婦
と
し
て
家
庭
料
理
を
作
り
続
け
た
経

験
を
生
か
し
「
料
理
愛
好
家
」
と
し
て
活
躍
。

軈
シ
ェ
フ
料
理
軋
で
は
な
く
、
軈
シ
ュ
フ

料
理
軋
を
雑
誌
な
ど
を
通
じ
て
数
々
の
ア
イ

デ
ア
料
理
を
発
信
し
て
い
る
。

地
産
地
消
の
意
義

講
演
要
旨

「地産地消推進のまち南房総」宣言
私たちの住む南房総市は、自然に抱かれた豊かなまちで

す。大地から生み出される農産物、海からもたらされる海
産物などの「食」は、地域の宝として古き良き文化ととも
に私たちの世代まで受け継がれ、生活を支えてきました。
生涯を通じて健全な生活を送るための源となる「食」は、
今も私たちの身近なところで作り育てられており、新たな
命にもつなげていく必要があります。
私たちの大切な宝である身近な「食」を使う地産地消を

進めることは、作り育てる産業を振興し、地域文化と伝統
を継承するとともに豊かな自然環境を保全することができ、
自然に対する感謝の心が芽生えます。
私たち南房総市民は、｢フード・リゾート南房総」を合言
葉に、地産地消を推進することを決意し、ここに「地産地
消推進のまち南房総」を宣言します。

１　私たちは、環境との調和に配慮した、安全て安心な農
林水産物の生産と供給に努めます。

１　私たちは、地域で生産された農林水産物を積極的に使
っていくことに努めます。

１　私たちは、食の重要性を認識し、健全な食生活を実践
することに努めます。

平成22年２月28日

南房総市長



イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
産
地
消
ロ
ゴ
マ

ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

市
内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
さ
れ
る

皆
さ
ん
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
51
作
品
の

中
か
ら
厳
正
に
選
定
し
た
結
果
、
入
賞

者
が
決
定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

石
川
　
和
也
（
千
倉
地
区
）

優
秀
賞

鈴
木
　
佳
代
子
（
千
倉
地
区
）

笹
生
　
靖
代
（
市
内
在
勤
）

地
産
地
消
ロ
ゴ
マ
ー
ク

使
用
で
き
ま
す

市
内
産
の
農
林
水
産
物
や
、
そ
れ
を

主
原
料
と
し
た
加
工
食
品
な
ど
を
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
地
産
地
消
の
推
進
の

た
め
に
こ
の
地
産
地
消
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

使
い
た
い
人
は
地
域
資
源
再
生
室
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

南
房
総
食
材
を
使
っ
た

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

市
内
在
住
・
在
学
の
18
歳
以
下
の
青

年
を
対
象
に
実
施
し
た
南
房
総
食
材
を

使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
館
山
総
合
高
校
家
政
科

２
年
生
の
吉
田
花
織
さ
ん
の
「
さ
ん
が

ら
タ
コ
ラ
イ
ス
風
」
が
、
全
応
募
数
37

作
品
の
中
か
ら
見
事
、
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

ほ
か
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

優
秀
賞

「
ひ
じ
き
と
な
の
花
の
ミ
ー

ト
ロ
ー
フ
」
福
田
紅
里
（
長
尾
小
学

校
・
11
歳
）、「
菜
の
花
キ
ッ
シ
ュ
」
西

宮
麻
衣
子
（
館
山
総
合
高
校
・
18
歳
）、

「
ス
ズ
キ
の
竜
田
あ
げ
野
菜
あ
ん
か
け
」

安
西
祐
貴
（
長
尾
小
学
校
・
11
歳
）、

「
さ
や
い
ん
げ
ん
と
ア
ジ
の
サ
ラ
ダ
」

石
井
皐
太
（
平
群
小
学
校
・
11
歳
）

審
査
員
特
別
賞

「
ナ
バ
ナ
と
ハ
バ
の

り
の
パ
ス
タ
」
吉
田
朱
里
（
長
尾
小
学

校
・
11
歳
）、「
だ
ん
ら
ん
く
じ
ら
パ
ー

テ
ィ
ー
」
川
名
麻
里
（
安
房
拓
心
高

校
・
17
歳
）、「
セ
ロ
リ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」

石
井
陸
登
（
平
群
小
学
校
・
10
歳
）、

「
だ
ん
ら
ん
く
じ
ら
」
岩
闢
由
比
（
安
房

拓
心
高
校
・
17
歳
）、「
お
魚
ハ
ン
バ
ー

グ
」
闍
梨
礼
菜
（
平
群
小
学
校
・
10
歳
）

今
月
号
か
ら
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品

の
レ
シ
ピ
を
連
載
で
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。お

楽
し
み
に
！

問
い
合
わ
せ

地
域
資
源
再
生
室
　

℡
33
│
１
０
７
３
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特集　地産地消のすすめ

「地産地消ロゴマーク最優秀作品」

作者からの受賞コメント（石川和也さん）
最優秀賞を受賞するとは思っていませんでした。南房総の特産品は
たくさんあります。でも一番は地元の人の笑顔です。

南房総食材を使った料理コンテスト入賞者と、石井市長、
ゆめ半島ちば国体イメージキャラクターのチーバくん

南 房 総 ゴ マ ー ク 誕 生 市 地産 ロ 地消 

地
産
地
消

ロ
ゴ
マ
ー
ク
誕
生
！

みなみちゃん
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南房総食材を使った料理コンテスト レシピ集

～みんなで食べたい家族ごはん～　第１回

最優秀賞作品
「さんがらタコライス風」 館山総合高校　吉田花織さん

優秀賞作品　　「ひじきとなの花のミートローフ」
長尾小学校　福田　紅里さん

材料　（4人前）
あじ4尾、玉ねぎ中１個、セロリ30ｇ、ピ
ーマン1/2個、しょうが・にんにく1かけ、
みそ大1/2、砂糖小2、トマトピューレ大2、
にんじん50ｇ、ひじき10ｇ、チリパウダ
ー・ウスターソース・タバスコ・バジル・
オレガノ適量、ミニトマト･セロリ、塩ゆ
でブロッコリー、カッテージチーズ

調理手順
①あじを三枚におろし、細かくたたく。
②ブロッコリーを塩ゆでし、トマトは半分に切り、セロリを薄切りにする。
③ひじきを戻し、千切りにしたにんじんとともに甘辛く煮る。
④玉ねぎ･セロリ･ピーマン･しょうが・にんにくをみじん切りにする。
⑤フライパンで④を炒め、あじが細かくなるように炒める。
⑥調味料と水を入れ、水気がなくなるまで煮る。
⑦炊いたご飯に、③を混ぜる(乳清は炊飯に利用する)。
⑧皿にご飯を盛り、薄切りセロリ･トマト･塩ゆでブロッコリーを飾り、
⑥を盛り付ける。
⑨カッテージチーズとあじの中骨の素揚げを乗せる。
カッテージチーズ 牛乳1リットルを45℃に温め、レモン汁70裨と塩
小さじ１を入れ、ゆっくり混ぜる。分離したチーズをこす。(乳清もとっ
ておく)

調理手順
①玉ねぎをみじんぎりにする。
②ボールに、ひき肉、玉ねぎ、＜Ａ＞を合わせ、手
でよく練る。
③ラップの上に材料を混ぜたひき肉を、1～2センチ
の薄さに延ばし、たまご、菜の花、にんじんを並
べ、のり巻きのように巻く。
④形を整え、端は指で押し込むようにしてきれいに
整える。
⑤それを、電子レンジ強6で加熱する。
⑥その間に、ソースの材料を混ぜ合わせておく。
⑦ラップをはずして器に載せ、熱いうちにソースを
まんべんなく塗る。

吉田花織さん
（館山総合高校）

作
者
か
ら
の
受
賞
コ
メ
ン
ト

「
さ
ん
が
ら
」
と
は
、
地
元
の
名
物
、

さ
ん
が
焼
き
を
そ
ぼ
ろ
状
に
し
た
も
の
で

す
。
今
風
に
食
べ
や
す
い
よ
う
、
沖
縄
の

タ
コ
ラ
イ
ス
風
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

祖
父
が
漁
師
で
、海
が
大
好
き
な
の
で
、

海
の
食
材
を
使
い
た
い
と
思
い
、
身
近
に

あ
る
あ
じ
を
使
い
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
を

受
賞
で
き
た
の
は
、
み
ん
な
が
食
べ
や
す

い
味
付
け
に
し
た
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
の

か
な
。

い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
た
先
生
に
感
謝

し
た
い
で
す
。
将
来
は
、
栄
養
・
料
理
に

関
係
す
る
仕
事
に
進
ん
で
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

毎月応募作品を
紹介していきます

材料　（4人前）
牛豚ひき肉300ｇ、玉ね
ぎ1個、ゆで卵4個、ひじ
き、菜の花
＜Ａ＞ 生パン粉大さじ
4、塩小さじ1／2
＜ソース＞ トマトケチ
ャップ1／4カップ、ウス
ターソース大さじ2、粒
マスタード小さじ1

優秀賞作品　　「さやいんげんとアジのサラダ」
平群小学校　石井　皐太さん

調理手順
①たまごをゆで、殻をむいておく。
②あじの干物は焼き身を細長く、さいておく。
③さやいんげんは、半分くらいの長さに切り、ゆでる。
④ゆでたいんげんに塩・こしょうで下味をつける。
⑤皿にたまごの白身を盛り、その上にいんげんを盛
りつける。
⑥あじの身を盛りつける。
⑦ドレッシングをかける。
⑧トマト、たまごの黄身で色どりをよく盛りつけて
できあがり。

材料　（4人前）
さやいんげん200ｇ、
アジの干物（大）1枚、
たまご2個、プチトマト
8個、フレンチドレッシ
ング、塩・こしょう
少々
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全
て
の
市
民
が
行
政
参
加
で
き
る

環
境
づ
く
り

平
成
22
年
度
は
、
各
地
域
に
地
域
づ

く
り
協
議
会
を
設
立
し
、
人
的
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
。

市
民
活
動
団
体
と
行
政
と
の
協
働
推

進
を
図
る
た
め
、
各
種
補
助
金
を
整
備

市
は
、
国
か
ら
の
合
併
に
伴
う
財
政
支
援
措
置
を
合
併
後
15
年
間
受
け
ま
す
が
、
10
年
後
の

平
成
32
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
今
よ
り
も
約
30
億
円
が
減
額
す
る
こ
と

と
な
り
、
併
せ
て
職
員
数
が
約
２
０
０
人
縮
減
し
て
い
く
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に
平
成
21
年
度
を
目
標
と
し
た
行
政
改
革
推
進
計
画
を
策
定
し
、

行
政
改
革
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
し
ま
し
た
財
政
規
模
へ
転
換
し
て

い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
事
業
の
選
択
と
集
中
を
行
う
と
と
も
に
、
ス
リ
ム

化
し
た
組
織
体
制
で
も
支
え
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
組
織
す
る
行
政
改
革
推
進
委
員
会
に
よ
る
答
申
や
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
市
民
の
意
見
を
受
け
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
す
る
第
２
期
行
政
改
革
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

第
２
期
計
画
は
、
行
政
改
革
大
綱
を
基
本
理
念
に
「
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
」
と
「
事
業
の

選
択
と
集
中
」
を
重
点
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
６
つ
の
重
要
施
策
を
提
示
し
、
そ
の
具
体
的

取
組
事
項
で
あ
る
実
施
計
画
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

財
政
支
援
措
置
の
期
限
を
見
据
え
、
第
2
期
行
政
改
革
推
進
計
画
を
策
定

│
改
革
の
重
点
は
「
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
」
と
「
事
業
の
選
択
と
集
中
の
強
化
」
│

し
ま
す
。

市
民
協
働
推
進
学
習
、
リ
ー
ダ
ー
養

成
な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
公

民
館
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

男
女
双
方
の
視
点
に
立
っ
た
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
た
め
、
審
議
会
な

ど
へ
女
性
を
30
％
以
上
登
用
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

新
た
な
行
政
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

庁
内
で
「
新
た
な
行
政
シ
ス
テ
ム
研

究
会
」
を
組
織
し
、
部
署
を
超
え
た
横

断
的
な
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
を
目
標
に
、
特
定
の
人

を
対
象
と
し
て
、
職
員
が
直
接
自
宅
に

住
民
票
な
ど
の
各
種
証
明
書
を
届
け
る

宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

外
部
委
託
・
民
間
活
力
の
導
入

部
署
を
超
え
た
事
業
の
横
断
的
な
外

部
委
託
を
推
進
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
に
よ
る
公

共
施
設
の
管
理
運
営
を
見
直
し
ま
す
。

行
政
事
務
の
電
子
化

平
成
22
年
度
に
次
期
情
報
化
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
ま
す
。

委
員
会
・
審
議
会
な
ど
の
見
直
し

平
成
22
年
度
に
委
員
会
や
審
議
会
の

定
数
な
ど
を
見
直
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
を
目
標
に
消
防
団
員
の

定
数
、
組
織
、
詰
所
配
置
な
ど
、
非
常

備
消
防
の
あ
り
方
を
見
直
し
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

新
た
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
外
部
評
価

な
ど
の
活
用
を
検
討
し
、
事
務
事
業
を

見
直
し
ま
す
。

経
費
の
節
減
な
ど

公
用
自
動
車
の
適
正
配
置
や
低
公
害

車
を
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
の
推
進
に
よ
り
、
省

電
力
化
を
推
進
し
ま
す
。

公
衆
ト
イ
レ
や
道
の
駅
な
ど
の
公
共

施
設
の
管
理
運
営
方
法
を
見
直
し
ま
す
。

1

市
民
と
の
協
働

2

事
務
事
業
の
見
直
し

庄司行革推進委員会長（右）から答申を受け取る石井市長
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導
入
し
ま
す
。

漏
水
工
事
の
業
務
委
託
化
に
よ
る
効

率
化
を
は
か
り
ま
す
。

白
浜
浄
水
場
の
薬
品
注
入
設
備
の
操
作

の
一
元
化
に
よ
る
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

公
共
施
設
な
ど
の
適
正
配
置
と

効
率
的
な
運
営

施
設
の
適
正
配
置
、
機
能
充
実
の
バ

ラ
ン
ス
お
よ
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
留
意

し
て
各
施
設
の
方
針
を
定
め
て
公
共
施

設
の
再
編
を
図
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
有
効
活
用

遊
休
資
産
の
現
状
を
把
握
し
、
財
源

確
保
の
た
め
、
積
極
的
な
売
却
や
貸
し

付
け
を
し
ま
す
。

組
織
機
構
の
見
直
し

本
庁
業
務
の
徹
底
し
た
見
直
し
に
よ

る
部
や
課
の
統
廃
合
や
支
所
機
能
を
見

直
し
ま
す
。

定
員
適
正
化

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

４
月
１
日
ま
で
の
計
画
期
間
内
で
職
員

を
92
人
削
減
し
、
６
４
１
人
か
ら
５
４

平
成
22
年
度
か
ら
投
票
所
を
52
カ
所

か
ら
27
カ
所
に
再
編
し
ま
す
。

健
全
な
財
政
運
営
の
確
保

平
成
22
年
度
に
平
成
23
年
度
を
始
期

と
す
る
新
た
な
財
政
健
全
化
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

補
助
金
な
ど
の
適
正
化

補
助
金
の
見
直
し
基
準
に
よ
り
、
補

助
事
業
を
根
本
的
に
見
直
し
、
適
正
に

執
行
し
ま
す
。

業
務
の
一
元
化

防
犯
灯
や
道
路
照
明
な
ど
の
照
明
事

業
の
管
理
を
一
元
化
し
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
事
務
を
一
元

化
し
ま
す
。

公
共
的
団
体
、
出
資
法
人
の
強
化

第
３
セ
ク
タ
ー
の
再
編
に
取
り
組
み

ま
す
。

観
光
協
会
の
機
能
強
化
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化

平
成
22
年
度
か
ら
富
山
国
保
病
院
の

ピ
ー
ア
ー
ル
や
ほ
か
の
医
療
機
関
と
の

連
携
強
化
に
よ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
推
進
し
、
経
営
の
安
定
を
図
り
ま

す
。平

成
22
年
度
か
ら
水
道
配
水
管
の
埋

設
状
況
な
ど
の
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
を

９
人
と
し
ま
す
（
削
減
率
14
・
４
％
）。

職
員
給
与
の
適
正
化

職
員
給
与
は
、
今
後
も
国
や
県
に
準

じ
て
適
正
に
支
給
し
ま
す
。

職
員
研
修

職
員
の
能
力
開
発
に
向
け
、
職
員
研

修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

人
事
評
価

市
の
組
織
力
の
活
性
化
と
職
員
の
資

質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
人
事
評
価
制

度
を
導
入
し
ま
す
。

税
収
入
な
ど
の
確
保
と

受
益
者
負
担
の
適
正
化

収
納
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
滞
納

処
分
の
強
化
や
口
座
振
替
制
度
を
推
進

し
ま
す
。

受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
、
施
設
利

用
料
を
見
直
し
ま
す
。

自
主
財
源
の
増
収
対
策

ふ
る
さ
と
納
税
を
推
進
し
ま
す
。

公
共
物
な
ど
の
有
料
広
告
の
掲
載
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

企
業
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

第
２
期
行
政
改
革
推
進
計
画
、
実
施

計
画
お
よ
び
定
員
適
正
化
計
画
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
改
革
推
進
室
　

℡
33
│
１
０
３
１

3

公
共
施
設
再
編
の
推
進

4

組
織
機
構
の
見
直
し
と

定
員
の
適
正
化

5

人
材
育
成
に
よ
る

職
員
の
資
質
の
向
上

6

歳
入
の
確
保

職員数の推移  （人） 

項目 
年度 

平成18年度 平成21年度 平成27年度 
の計画数 

職　員　数 

削　減　数 

708 641 

 

549 

△92 

△159 

 

△67



ら
、
時
間
を
設
定
し
て
い
ま
す
）。

降
車
場
所

自
宅
付
近
ま
で

南
房
総
市
民
の
人
に
限
り
、
帰
路
ま

た
は
下
り
の
便
で
、
運
行
上
支
障
が
な

い
場
合
に
自
宅
付
近
ま
で
運
行
で
き
ま

す
（
自
宅
付
近
ま
で
の
運
行
に
は
事
前

に
状
況
把
握
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。
登
録
は
随
時
で

き
、
車
両
に
登
録
用
紙
が
あ
り
ま
す
）。

問
１

利
用
す
る
に
は
予
約
し
な
け
れ
ば

乗
れ
な
い
の
で
す
か
？

席
に
余
裕
が
あ
れ
ば

予
約
し
な
く
て
も
乗
れ
ま
す

答

予
約
が
基
本
で
す
が
、
乗
車
席
に
余

裕
が
あ
れ
ば
乗
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
乗

車
定
員
の
関
係
か
ら
、
予
約
の
人
か
ら

優
先
し
ま
す
。

問
2

行
き
は
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る
か

ら
予
約
で
き
る
け
ど
、
帰
り
の
時
間
の

予
約
を
中
止
（
変
更
含
む
）
し
た
場
合
、

廃
止
を
受
け
、
廃
止
代
替
バ
ス
と
し
て
運

行
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
数
は
年
々
減

少
し
、
路
線
そ
の
も
の
の
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
乗
合
型
タ
ク

シ
ー
の
実
証
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

よ
り
身
近
な
公
共
交
通
に
す
る
た
め
利
用

方
法
の
一
部
を
４
月
１
日
（
木
）
か
ら
変

更
し
ま
し
た
。

電
話
予
約
・
受
付
時
間
の
変
更

受
付
時
間

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後

６
時
ま
で
、
受
付
時
間
を
前
後
１
時
間

延
長
し
ま
し
た
。

当
日
受
付

１
時
間
前
ま
で

で
き
る
だ
け
前
日
ま
で
の
予
約
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
当

日
利
用
す
る
場
合
は
、
利
用
時
間
帯
の

１
時
間
前
ま
で
と
し
ま
し
た
。
で
き
る

だ
け
直
前
ま
で
の
対
応
を
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
（
運
行
指
示
を
す
る
関
係
か
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こ
れ
ま
で
の
バ
ス
は
運
行
し
て
い
て

も
、
一
便
あ
た
り
の
平
均
乗
車
０
・
８
人

か
ら
１
・
２
人
と
利
用
者
が
少
な
い
（
乗

り
合
い
が
成
立
し
な
い
要
因
）
た
め
、
運

行
便
数
が
減
ら
さ
れ
る
と
い
う
悪
循
環
に

よ
り
、
さ
ら
に
利
用
者
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
傾
向
は
現
在
も
な
お
続
い
て
い

ま
す
。
市
内
を
走
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
市
が
補
助
ま
た
は
委
託
な
ど
に
よ
り
運

行
し
て
い
る
バ
ス
）
は
、
昭
和
58
年
か
ら

平
成
３
年
ま
で
に
、
民
間
事
業
者
の
路
線

キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
か
か
る
の
で
す
か
？

答

乗
合
運
行
で
す
の
で
、
運
行
時
刻
に

利
用
者
が
い
な
け
れ
ば
通
過
し
ま
す
。

帰
り
の
時
間
が
未
確
定
の
場
合
な
ど

は
、
①
あ
る
程
度
の
目
安
で
予
約
を

し
て
、
変
更
が
必
要
な
と
き
は
変
更
す

る
。
②
時
間
が
確
定
し
た
時
点
で
、
早

め
に
予
約
す
る
、
と
い
う
方
法
を
勧
め

て
い
ま
す
（
た
だ
し
、
運
行
開
始
の
１

時
間
前
ま
で
）。

問
3

予
約
の
変
更
や
取
り
消
し
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

答

な
る
べ
く
早
め
に
電
話
予
約
セ
ン
タ

ー
へ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
4

自
宅
な
ど
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
は
南

房
総
市
民
だ
け
し
か
利
用
で
き
な
い
の

で
す
か
？

答

市
民
以
外
の
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
運

行
上
の
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
実

験
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
利
用
状
況

を
見
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
範
囲
を
拡
大

し
て
い
く
か
検
討
し
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方
法
の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

４
月
１
日
（
木
）
か
ら
受
付
時
間
や
降
車
場
所
な
ど

主
な
変
更
点

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
Ｑ
＆
Ａ

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
は
？

デ
マ
ン
ド
と
は
「
需
要
」、「
要
求
」
と

い
う
意
味
で
、
言
葉
の
と
お
り
需
要
が
あ

る
場
合
運
行
す
る
タ
ク
シ
ー
で
す
。

バ
ス
並
み
の
料
金
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
を

利
用
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
対
応
で

き
る
特
長
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
く

ま
で
乗
り
合
い
な
の
で
、
他
に
も
同
じ
便

に
予
約
し
た
人
が
い
れ
ば
、
道
順
に
回
っ

て
、
目
的
地
ま
で
運
行
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
か
か
り
ま
せ
ん

早
め
に
予
約
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

サ
ー
ビ
ス
拡
大
は
実
験
的
に
行
い
ま
す



デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
タ

ク
シ
ー
車
両
の
機
動
性
を
駆
使
し
、
運

行
区
域
内
は
原
則
自
由
乗
降
（
交
通
保

安
上
支
障
の
あ
る
場
合
を
除
く
）
と
し
、

範
囲
を
定
め
た
車
両
が
運
行
可
能
な
場

所
へ
対
応
が
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
協
力
に
よ
り
、

路
線
そ
の
も
の
を
存
続
す
る
こ
と
へ
つ

な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

や
ま
な
み
線

①

外
野
・
荒
川
・
山
田
（
富
山
国
保

病
院
〜
外
野
〜
荒
川
〜
瀬
波
戸
〜
山

田
〜
富
山
国
保
病
院
　
循
環
型
運

行
）

②

山
田
〜
大
井
〜
上
三
原
（
富
山
国

保
病
院
〜
山
田
〜
大
井
〜
酪
農
の
さ

と
〜
上
三
原
く
す
の
木
　
往
復
型
運

行
）

ち
く
ら
線
　

①

千
歳
・
白
子
地
区
（
た
だ
し
路
線

バ
ス
運
行
区
間
は
除
く
）

②

岡
瀬
田
・
大
貫
地
区
（
た
だ
し
路

線
バ
ス
運
行
区
間
は
除
く
）

現
在
、
南
房
総
市
の
東
西
を
横
断
運
行
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問
5

自
宅
付
近
ま
で
の
運
行
登
録
は
い

つ
、
ど
こ
で
で
き
る
の
で
す
か
？
面
倒

そ
う
で
す
が
…
。

答

登
録
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
車
両

に
登
録
用
紙
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
乗
務
員
に
渡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
6

自
由
な
時
間
に
運
行
し
て
も
ら
え

る
の
で
す
か
？

答

使
用
車
両
は
タ
ク
シ
ー
で
す
が
、
予

約
に
応
じ
て
す
ぐ
に
対
応
す
る
通
常
タ

ク
シ
ー
と
異
な
り
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
で

す
の
で
、
時
間
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

問
7

バ
ス
で
は
な
く
て
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
に
す
る
こ
と
で
何
が
変
わ

る
の
で
す
か
？

答

利
用
者
の
少
な
い
区
域
は
今
後
、
バ

ス
の
路
線
存
続
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
バ
ス
利
用
者
の
多
く
が
高
齢
者
で
、

バ
ス
停
ま
で
距
離
が
あ
り
、
足
の
不
自

由
な
高
齢
の
人
な
ど
は
バ
ス
停
ま
で
歩

く
の
が
大
変
で
す
。

す
る
快
速
バ
ス
「
う
ら
ら
」
に
は
通
学
、

通
院
な
ど
で
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
い

ま
す
。
も
っ
と
便
利
に
な
る
よ
う
に
運
行

経
路
の
一
部
と
、
運
行
時
間
を
変
更
し
ま

す
。

運
行
経
路
の
一
部
変
更

土
曜
・
休
日
便
は
、
新
し
く
供
用
開
始

と
な
っ
た
市
道
丸
山
７
号
線
（
安
馬
谷
〜

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
）
へ
経
路
を
変
更
し
、

市
内
「
道
の
駅
」
や
南
三
原
駅
を
結
び
ま
す
。

運
行
時
間
の
一
部
変
更

利
用
者
か
ら
の
希
望
の
多
い
、
平
日
便

の
最
終
便
（
上
り
）
を
15
分
遅
ら
せ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
事
務
局

企
画
政
策
課
　
℡
33
│
１
０
０
１

交
通
安
全
推
進
隊

交
通
安
全
活
動
に
関
心
と
意
欲
を

持
ち
、
地
域
で
活
動
で
き
る
人
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
交
通
安
全
推
進
隊
）

と
し
て
募
集
し
ま
す
。

現
在
、
県
内
３
７
０
０
人
（
南
房

総
市
56
人
）
の
人
が
、
小
学
校
通
学

路
で
の
街
頭
指
導
や
イ
ベ
ン
ト
交
通

整
理
の
他
、
高
齢
者
宅
を
訪
問
す
る

交
通
安
全
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

隊
員
登
録
し
た
人
に
は
、
安
全
に

活
動
す
る
た
め
保
険
の
加
入
と
帽
子
、

横
断
旗
を
支
給
し
ま
す
。
月
１
回
の

活
動
で
十
分
で
す
。
身
近
な
地
域
の

交
通
安
全
に
ぜ
ひ
手
を
お
貸
し
く
だ

さ
い
。

募
集
期
間

５
月
10
日
（
月
）
必
着

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

消
防
防
災
課
　
℡
33
│
１
０
５
２

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
地
域

快
速
バ
ス
う
ら
ら
の
運
行
変
更

快速バス「うらら」

ぼしゅう

乗
合
タ
ク
シ
ー
内
で
登
録
で
き
ま
す

時
間
を
設
定
し
て
い
ま
す

路
線
を
存
続
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
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市
内
の
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
光
フ
ァ

イ
バ
ー
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
や

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
市
で

は
公
設
民
営
に
よ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

工
事
お
よ
び
完
成
後
の
接
続
サ
ー
ビ
ス
を

東
日
本
電
信
電
話
グ
ル
ー
プ
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

南
房
総
市
な
ら
ど
こ
で
も
、
館
山
市
な
ど

す
で
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
地
域
と
同
じ
工
事
費
、
利
用
料
で

フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
は
、
最
大
通
信
速

度
が
下く

だ

り
（
情
報
受
信
）
２
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
※
、

上
り
（
情
報
送
信
）
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
と
大

容
量
、
高
速
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
速
く
な
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
テ
レ
ビ
電
話
で
相
手
の
顔
を
見

な
が
ら
話
し
た
り
、
テ
レ
ビ
に
つ
な
い
で
ア

ン
テ
ナ
な
し
で
地
デ
ジ
や
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ

も
楽
し
め
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
料
金
な
ど
詳
し
く
は
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の

思
い
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
メ
ー
ル

が
届
き
ま
し
た
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

私
は
東
京
か
ら
南
房
総
に
移
り
住
み
、
ペ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
お
客

様
と
の
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
は
深
夜
。
昼
間

は
あ
わ
た
だ
し
く
、
メ
ン
タ
ル
な
作
業
は
夜

間
の
仕
事
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
で
す
。
24
時
間

３
６
５
日
、
店
舗
を
持
た
ず
に
ビ
ジ
ネ
ス
が

展
開
で
き
ま
す
。
以
前
は
ネ
ッ
ト
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
を
馬
鹿
に
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
ペ
ッ

ト
は
生
き
物
。
全
く
同
じ
個
体
は
あ
り
得
ま

せ
ん
。
実
際
に
見
、
触
れ
て
初
め
て
お
客
様

は
ペ
ッ
ト
を
選
ぶ
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
勧
め
ら
れ
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
時
期
や
方
法
な
ど
は
、
決
ま

り
次
第
、
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
ス
ピ
ー
ド
の
速
い
光
の
力
が
欲
し
い
で

す
。経

費
節
減
、
無
店
舗
で
店
員
も
要
ら
な
い

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
な
ら
24
時
間
３
６
５
日
世

界
中
が
お
客
様
に
な
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
を
見

て
テ
レ
ビ
、
映
画
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
へ
の
ペ

ッ
ト
の
出
演
依
頼
も
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。都

会
で
な
く
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
が
出
来
る
な

ら
、
空
気
の
悪
い
せ
せ
こ
ま
し
い
と
こ
ろ
に

な
ん
て
居
る
必
要
は
な
い
で
す
よ
ね
。

友
人
に
も
南
房
総
移
住
を
勧
め
て
い
ま
す

が
気
に
な
る
こ
と
が
一
つ
。
田
舎
は
学
校
ま

で
の
距
離
が
遠
い
、
家
々
の
距
離
が
離
れ
す

ぎ
子
ど
も
同
士
で
遊
べ
な
い
の
で
は
？
と
心

配
す
る
人
が
い
ま
す
。
東
京
に
は
、
夕
方
６

時
頃
ま
で
子
ど
も
を
預
か
り
遊
ば
せ
て
く

れ
、
食
事
を
用
意
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
共
働
き
家
庭
に
は
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
も
、
友
達
と
の
触
れ

合
い
の
中
で
学
び
、
成
長
し
ま
す
。
行
政
も

そ
れ
こ
そ
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
も
っ
と
ピ
ー

ア
ー
ル
し
、
こ
ん
な
心
配
を
払
拭
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ジ
ャ
イ
マ
マ

◇
　
　
◇
　
　
◇

光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の

あ
な
た
の
思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

情
報
推
進
課
　
℡
33
│
１
０
０
３

も
、
ネ
ッ
ト
で
な
ん
て
売
れ
る
訳
が
な
い
と

断
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
い
家
賃
を
払
っ
て
商
売
を
続

け
て
も
売
上
は
下
が
る
ば
か
り
。
思
い
切
っ

て
ネ
ッ
ト
販
売
を
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。結

果
は
、
驚
く
ほ
ど
良
い
方
向
に
向
か
い

ま
し
た
。
と
な
れ
ば
、
何
も
高
い
家
賃
を
払

っ
て
都
会
の
一
等
地
に
店
舗
を
構
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
空
気
の
良
い
南
房
総
で
ペ

ッ
ト
た
ち
を
育
て
な
が
ら
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
す
る
こ
と
に
し
、
引
っ
越

し
を
決
意
し
ま
し
た
。

今
で
は
、
ネ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
生
き
て
行

け
な
い
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
さ
え
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
が
出
来
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
も
っ

光の国から 

光の国から

南
房
総
で
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス

速報 

下り最大 

 200 
　  Mbps  Mbps

下り最大 

 200 
　  Mbps

市
内
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備

フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
に

市
内
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備

フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
に

※

Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
（
メ
ガ
ビ
ー
ピ
ー
エ
ス
）
と
は
、

通
信
速
度
の
単
位
の
一
つ
で
す
。

南
房
総
で
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス



【
部
長
職
】

▽
保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
　
宇
山

高
俊
（
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
）
▽
生

活
環
境
部
長
　
吉
田
幸
夫
（
生
活
環
境
部
市

民
課
長
）
▽
議
会
事
務
局
長
　
岡
崎
好
夫

（
総
務
部
総
務
課
長
）
▽
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長
　
吉
野
充
（
三
芳
支
所
長
）

【
課
長
職
】

▼
企
画
部

▽
企
画
政
策
課
主
幹[

安
房
郡
市
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
・
派
遣]

西
宮
恒
夫
（
総
務
部

財
政
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
）
▽
市
民
協
働
課

長
　
山
口
幸
弘
（
企
画
部
企
画
政
策
課
市
民

協
働
推
進
室
長
）
▽
市
民
協
働
課
富
浦
協
働

推
進
室
長
　
酒
井
和
夫
（
富
山
支
所
地
域
市

民
福
祉
課
長
）
▽
市
民
協
働
課
白
浜
協
働
推

進
室
長
　
吉
田
勇
（
白
浜
支
所
地
域
市
民
福

祉
課
長
）
▽
市
民
協
働
課
千
倉
協
働
推
進
室

長
　
加
藤
正
直
（
生
活
環
境
部
環
境
保
全
課

環
境
都
市
づ
く
り
推
進
室
長
）
▽
市
民
協
働

課
丸
山
協
働
推
進
室
長
　
山
岸
義
男
（
丸
山

支
所
地
域
市
民
福
祉
課
主
幹
）
▽
市
民
協
働

課
和
田
協
働
推
進
室
長
　
小
原
靖
喜
（
和
田

支
所
地
域
市
民
福
祉
課
主
幹
）

▼
総
務
部

▽
総
務
課
長
　
渡
辺
満
（
総
務
部
財
政
課
長
）

▽
財
政
課
長
　
本
橋
清
一
（
生
活
環
境
部
保

険
年
金
課
長
）
▽
税
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
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兼
収
納
係
長
　
渡
辺
静
枝
（
総
務
部
収
納
課

主
幹
）

▼
保
健
福
祉
部

▽
社
会
福
祉
課
長
　
吉
井
英
明
（
丸
山
支
所

長
）
▽
社
会
福
祉
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
　
臼

井
敦
子
（
保
健
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課
課
長

補
佐
）
▽
健
康
増
進
課
長
　
福
原
孝
雄
（
和

田
支
所
地
域
市
民
福
祉
課
長
）
▽
高
齢
者
福

祉
課
長
　
國
府
田
秀
樹
（
生
活
環
境
部
環
境

保
全
課
千
倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
生
活
環
境
部

▽
市
民
課
長
　
藤
井
照
男
（
保
健
福
祉
部
高

齢
者
福
祉
課
長
）
▽
市
民
課
主
幹
　
小
林
嘉

之
（
生
活
環
境
部
市
民
課
副
主
幹
）
▽
保
険

年
金
課
長
　
佐
藤
俊
一
（
生
活
環
境
部
保
険

年
金
課
主
幹
）
▽
環
境
保
全
課
千
倉
清
掃
セ

ン
タ
ー
所
長
　
粕
谷
新
悟
（
生
活
環
境
部
環

境
保
全
課
主
幹
・
鴨
川
市
南
房
総
市
環
境
衛

生
組
合
）
▽
環
境
保
全
課
千
倉
衛
生
セ
ン
タ

ー
主
幹
兼
工
場
長
　
木
下
敏
男
（
生
活
環
境

部
環
境
保
全
課
千
倉
衛
生
セ
ン
タ
ー
工
場
長
）

▼
農
林
水
産
部

▽
農
林
水
産
課
主
幹
　
玉
井
雅
史
（
千
葉
県
）

▽
地
域
資
源
再
生
室
長
　
朝
倉
和
利
（
企
画

部
企
画
政
策
課
主
幹
・
安
房
郡
市
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
）

▼
商
工
観
光
部

▽
商
工
観
光
課
主
幹
　
栗
原
勝
美
（
千
倉
支

所
地
域
市
民
福
祉
課
主
幹
）
▽
観
光
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
課
主
幹
　
宇
治
原
洋
一
（
商
工
観

光
部
商
工
観
光
課
主
幹
）

▼
水
道
部

▽
業
務
課
主
幹
　
飯
田
真
巳
（
水
道
部
業
務

課
副
主
幹
）

▼
支
所

▽
富
山
支
所
長
兼
地
域
市
民
福
祉
課
長
　
川

名
一
嘉
（
富
山
支
所
長
）
▽
三
芳
支
所
長
兼

地
域
市
民
福
祉
課
長
　
川
名
敏
夫
（
三
芳
支

所
地
域
市
民
福
祉
課
長
）
▽
白
浜
支
所
長
兼

地
域
市
民
福
祉
課
長
　
豊
闢
壽
明
（
白
浜
支

所
長
）
▽
千
倉
支
所
長
兼
地
域
市
民
福
祉
課

長
　
本
間
利
夫
（
千
倉
支
所
地
域
市
民
福
祉

課
長
）
▽
千
倉
支
所
地
域
市
民
福
祉
課
主
幹

石
井
克
己
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
幹

兼
課
長
補
佐
）
▽
丸
山
支
所
長
兼
地
域
市
民

福
祉
課
長
　
長
谷
川
毅
（
総
務
部
収
納
課
長
）

▽
丸
山
支
所
地
域
市
民
福
祉
課
主
幹
　
丸
ま

り
子
（
丸
山
支
所
地
域
市
民
福
祉
課
副
主
幹
）

▽
和
田
支
所
長
兼
地
域
市
民
福
祉
課
長
　
鎌

田
達
夫
（
和
田
支
所
長
）

▼
会
計
課

▽
主
幹
　
山
口
和
子
（
総
務
部
収
納
課
主
幹
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
学
校
教
育
課
長
　
藤
本
雅
俊
（
千
葉
県
）

▽
学
校
教
育
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
　
三
嶋
明

夫
（
白
浜
支
所
地
域
市
民
福
祉
課
副
主
幹
）

▽
学
校
教
育
課
主
任
指
導
主
事
兼
指
導
係
長

山
口
隆
晴
（
千
葉
県
）
▽
学
校
教
育
課
千
倉

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
阿
部
良
高
（
保

健
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
主
幹
）
▽
学
校
教

育
課
丸
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
小
原

清
江
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
白
浜
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
学
校
教
育
課
和
田

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
山
田
守
（
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
和
田
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
・
昇
格
）
▽
生
涯
学
習
課
主
幹
　
麻

生
正
信
（
千
葉
県
）
▽
生
涯
学
習
課
主
幹
兼

千
倉
総
合
運
動
公
園
所
長
　
加
藤
登
美
男

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
千
倉
総
合
運
動
公

園
所
長
）
▽
生
涯
学
習
課
千
倉
図
書
館
長

保
田
憲
一
（
生
涯
学
習
課
千
倉
図
書
館
主
幹
）

■
３
月
31
日
付
退
職
者
（
部
長
・
課
長
職
）

▽
鈴
木
竹
男
（
保
健
福
祉
部
長
）
▽
栗
原
重

雄
（
生
活
環
境
部
長
）
▽
闍
木
栄
治
（
議
会

事
務
局
長
）
▽
青
木
加
津
夫
（
教
育
委
員
会

教
育
次
長
）
▽
堀
江
一
枝
（
保
健
福
祉
部
社

会
福
祉
課
主
幹
）
▽
杉
田
さ
と
子
（
保
健
福

祉
部
健
康
増
進
課
長
）
▽
川
名
京
子
（
生
活

環
境
部
環
境
保
全
課
千
倉
衛
生
セ
ン
タ
ー
主

幹
）
▽
平
野
秀
明
（
建
設
部
参
事
）
▽
能
重

房
雄
（
建
設
部
建
設
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
）

▽
新
井
文
夫
（
千
倉
支
所
長
）
▽
渡
辺
俊
子

（
千
倉
支
所
地
域
市
民
福
祉
課
主
幹
）
▽
真
田

美
佐
子
（
丸
山
支
所
地
域
市
民
福
祉
課
長
）

▽
菰
田
延
夫
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
）

▽
和
田
善
一
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
千

倉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
坂
本
美
代

子
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
丸
山
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
岡
田
し
げ
子
（
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
忽
戸
幼
稚
園
園
主
任
）

▽
本
吉
正
宏
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
主

幹
）
▽
小
野
み
さ
子
（
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
千
倉
図
書
館
長
）

職
員
人
事
異
動（
部
長
・
課
長
職
）

４
月
１
日
付
（

）
は
異
動
前
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コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
業
務
が始

ま
り
ま
し
た

市
で
は
、
堆
肥
を
農
地
ま
で
運
び
、
散

布
し
た
あ
と
農
地
を
耕
す
、
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
業
務
を
４
月
１
日
か
ら
Ｊ
Ａ
安
房
に

委
託
し
ま
し
た
。

堆
肥
の
流
通
促
進
を
図
る
な
か
で
、
農

家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
「
堆
肥
を
利
用
し
た

い
が
、
畑
ま
で
運
搬
し
て
、
散
布
し
、
耕

し
て
欲
し
い
」
と
い
う
要
望
に
応
え
た
も

の
で
す
。

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
と
は

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
と
は
「
農
作
業
の
一

部
を
引
き
受
け
て
料
金
収
入
を
得
る
人
や

集
団
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
例
え
ば
、
春

先
の
「
あ
ぜ
ぬ
り
作
業
」
の
請
負
者
も
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

本
事
業
で
の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
は
「
堆

肥
の
運
搬
、
農
地
へ
の
散
布
と
耕
運
」
で

す
。
今
後
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴

い
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進

市
で
は
、
今
後
、
Ｊ
Ａ
安
房
や
安
房
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
と
も
協
力
し
、
健
康
な

土
づ
く
り
に
必
要
な
土
壌
分
析
や
、
化
学

肥
料
や
農
薬
の
使
用
量
を
少
な
く
し
た
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
の
た
め
の
栽

培
講
習
会
の
開
催
な
ど
、
堆
肥
の
利
用
促

進
と
、
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
申
し
込
み

Ｊ
Ａ
安
房
担
い
手
対
策
部

℡
24
│
９
１
１
４

FAX
24
│
９
４
６
２

堆
肥
の
流
通
促
進
事
業

地
域
資
源
再
生
室

℡
33
│
１
０
７
３
　

申し込みから作業まで

〜
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
が
お
手
伝
い
〜

堆
肥
の
運
搬
、
農
地
へ
の
散
布
・
耕
運
作
業

依頼者はＪＡ安房に、電話
またはファクスで、希望す
る堆肥の畜産農家（左頁）
と、作業の場所・内容・希
望日を申し込む

ＪＡ安房が、希望する
堆肥の在庫の有無を
畜産農家に確認する

ＪＡ安房は、依頼者に
堆肥の在庫の有無と
作業の日程を連絡する

コントラクターが作業
場所まで堆肥を運搬し、
散布、耕運などの作業
を行う

堆肥の受注・発注、 
堆肥収集 

堆肥の運搬・農地 
への散布・耕運 

コントラクター 
（ＪＡ安房） 

畜産農家（左頁）の堆肥について、 
運搬・散布・耕運を行います 

畜産農家 耕種農家 

作業内容と作業金額 

作業項目 作業内容 作業金額 

堆肥を指定の農地まで
運搬する 

運搬した堆肥を農地に
散布する 

散布した農地を耕す 

1,050円 
（1t当たり） 

1,050円 
（1t当たり） 

6,300円 
（10ａ当たり） 

堆肥の運搬 

堆肥の散布 

農地の耕運 
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堆肥を取り扱っている畜産農家 
下表の畜産農家から堆肥を購入する場合、購入額に対して補助します｡ 

　※　補助率　堆肥購入額の2分の1以内（1トン当たり上限7,000円）  

市内で堆肥を生産する畜産農家で、肥料取締法に基づく生産業者と販売業務の届出をしている生産者です｡ 

生産者 代表者 住　所 TEL 副資材 商品名 価格／販売単位 № 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24

山田堆肥組合 川名　正美 

若林　和夫 

石井　一成 

川名　初夫 

石井伸二郎 

山口　　均 

同　左 

岡闢　守良 

中村　文雄 

山口　洋一 

山根　　勇 

小泉　　要 

牧野　澄夫 

尾形　　茂 

北見　進一 

津嶋　睦夫 

同　左 

笹子　幹夫 

池田　忠雄 

同　左 

鈴木　孝雄 

押元　主計 

武山　幸憲 

長谷川　博 

山田1232 

平久里下303 

平久里下1680 

山田645 

平久里下1678-1 

上滝田771 

下滝田743-2 

御庄526 

上堀632-1 

白浜町滝口6223 

千倉町川合749 

千倉町瀬戸244-4 

丸本郷1333 

珠師ヶ谷1048-2 

宮下474 

川谷271 

丸本郷1110 

加茂2733-1 

和田町下三原1043 

和田町中三原249-1 

和田町中三原297 

和田町小川982-1 

和田町黒岩51 

和田町黒岩664

58-0757 

58-0630 

58-0604  

58-0619 

58-0451 

36-3984 

36-3858 

36-3601 

36-3286 

38-2115 

44-1344 

44-0914 

46-3625 

46-2298 

46-2059 

46-2404 

46-3594 

46-2014 

47-3789 

47-3775 

47-3352 

47-3050 

47-2654 

47-3738

乳牛 

乳牛 

乳牛 

乳牛 

乳牛 

乳牛 

乳牛 

乳牛 

乳牛 

採卵鶏 

乳牛・肉牛 

乳牛 

乳牛 

乳牛 

乳牛 

乳牛 

乳牛 

乳牛 

乳牛 

乳牛・肉牛 

乳牛 

乳牛 

採卵鶏 

乳牛 

無 

無 

無 

白土20％ 

無 

無 

無 

無 

無 

無 

無 

 

白土5％ 

無 

おがくず20％ 

稲わら15％ 

無 

無 

無 

 

 

無 

戻し堆肥80％ 

無 

山田堆肥 

若堆肥 

牛糞堆肥 

乾燥牛糞 

牛糞堆肥 

三芳グリーン有機 

三芳グリーン有機 

きう肥 

きう肥 

鶏フン 

牛糞堆肥 

牛ふん堆肥 

牛ふん堆肥 

牛糞堆肥 

発酵堆肥 

こだわり 

牛ふん堆肥 

牛ふん発酵堆肥 

牛糞堆肥 

佐久間堆肥 

たい肥 

和田熟成堆肥 

鶏糞 

牛糞（乳牛） 

バラ　8,000円／ｔ 

バラ　8,000円／ｔ 

バラ　4,000円／ｔ 

バラ　4,000円／ｔ 

バラ　5,000円／ｔ 

バラ　4,000円／ｔ 

 

 

 

 

バラ　7,500円／ｔ 

バラ　5,000円／ｔ 

バラ　4,000円／ｔ 

バラ　3,000円／ｔ 

バラ　5,000円／ｔ 

バラ　2,500円／ｔ 

袋　200円／15kg  

　 

バラ　5,000円／ｔ 

バラ　3,000円／ｔ 

バラ　2,500円／ｔ 

 

バラ　5,000円／ｔ 

袋　  400円／20褄 

へぐり環境組合 
グル－プＥ 

平久里下堆肥組合 

へぐり環境組合 
グループＡ 

へぐり環境組合 
グループＦ 

上滝田畜産環境 
保全組合 

庄司重太郎 

稲都畜産環境 
保全組合 

上堀堆肥センター 

山口養鶏場 

千倉町酪農組合 

千倉町酪農組合 
瀬戸グループ 

市場・前田畜産 
環境保全組合 

珠師ヶ谷搾乳組合 

宮下畜産環境保 
全組合 

川谷畜産環境保 
全組合 
 

農事組合法人 
丸山町酪農組合 

和田町グリーン 
センター山田舎 

佐久間　秀夫 

吉野　謙二 

小川堆肥センター 

小川堆肥センター 

(有)武山ポートリー 

長谷川牧場 

家畜ふん 
原　　料 
 

おがくず30%、 
戻し堆肥20%

もみがら20%、 
シメジ残渣など30%

おがくず20%、 
戻し堆肥20%

バラ　4,000円／ｔ 
袋　  370円／20褄 

バラ　4,000円／ｔ 
袋　  370円／20褄 

バラ　4,000円／ｔ 
袋　  370円／20褄 

バラ　1,000円／ｔ 
袋　  300円／15kg

バラ　5,000円／ｔ 
袋　  350円／15kg

バラ　8,000円／ 
2 ｔ ダンプ車1台 
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平成22年度
各種健診（検診）日程表問い合わせ  健康増進課  TEL  36－1152問い合わせ  健康増進課  TEL  36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

特定健康診査 

対象者 

料金（予定） 

富　浦 

富　山 

三　芳 

白　浜 

千　倉 

丸　山 

和　田 

40歳から74歳
の南房総市国民
健康保険加入者 

後期高齢者健康診査 生活機能評価 前立腺がん検診 肝炎ウイルス検診 結核・肺がん検診 

後期高齢者医
療制度加入者 

検診当日
に65歳以
上の男女 

40歳以上
の男女 

40歳の 
男女 

50歳以上
の男性 

 
        

600円 無料 無料 

胃がん検診 

40歳以上
の男女 

900円 300円 500円 無料 

とみうら元気倶楽部 

富山ふれあいスポーツセンター 

三芳保健福祉センター 

白浜フローラルホール 

千倉保健センター 

丸山体育館 

和田地域福祉センターやすらぎ 

8／31（火）、9／1（水）・2（木）・3（金） 

9／28（火）・29（水）・30(木)、10／1（金） 

10／12（火）・13（水）・14（木）・17(日) 

9／14（火）・15（水）・16（木）・17（金） 

8／17(火)･18(水)･19(木)･20(金)･24(火）･25(水）・26(木) 

10／5（火）・6（水）・7（木）・8（金） 

9／7（火）・8（水）・9（木）・10（金） 

結
核
・
肺
が
ん
検
診
は
、各
地
区
を
回
り
ま
す 

総合検診（集団検診） 

各種健診（検診） 

対象者 

料　金 
（予定） 

富　浦 

富　山 

三　芳 

白　浜 

千　倉 

丸　山 

和　田 

1　乳がん検診の視触診検査はありません｡ 
2　乳がん検診を追加で申し込みする人は、4月30日（金）までに健康増進課にお願いします｡ 
3　検診を申し込んだ人には検診時期が近くなりましたら通知します｡ 
4　集団検診は、どの会場でも受けられます｡ 
5　今年の総合検診は、日曜日（三芳保健福祉センター  10月17日のみ）も行います。どの地区の人でも受診できます｡ 
6　次の人は健康増進課に連絡してください｡①乳がん検診の医療機関を変更したい人、子宮がん検診の集団検診と施設検診を変 
　更したい人｡②生活保護を受給している40歳以上の人で、健康診査（血液検査など）を希望する人｡ 

大腸がん検診 成人 
歯科検診 

生活習慣病 
予防健診 

骨粗しょう症検診 
子宮がん検診 

40歳以上 
の男女 

300円 200円 600円 700円 800円 1,200円 

7／1(木) 
5(月)

7／6(火) 
7(水) 

 

6／22(火） 
23(水） 

 

6／14(月) 
15(火) 
16(水)

6／29(火) 
30(水)

6／17(木) 
21(月)

6／24(木） 
28(月） 

大
腸
が
ん
検
診
の
会
場(

容
器
回
収
場
所)

は
、前
年
度
と
同
様
に
数
カ
所
設
置
す
る
予
定
で
す 

事
前
に
申
し
込
ん
だ
医
療
機
関 

 

35･40･45･50
･55･60･65･
70歳の女性 

40･50･ 
60･70 
歳の男女 

とみうら元気倶楽部 

富山ふれあいスポーツセンター 

三芳保健福祉センター 

白浜保健福祉センターはまゆう 白浜フローラルホール 

千倉支所 千倉保健センター 

丸山体育館 

和田地域福祉センターやすらぎ 

11／22(月) 
午前 

6／29(火) 
午前 

6／28(月) 
午後 

6／28(月） 
午前 

6／25(金) 
午後 

6／25(金） 
午前 

6／24(木） 
午前 
 

6／24(木） 
午後 

11／24(水) 
午後 

11／25（木） 
午前 

11／22（月） 
午後 

11／26（金） 
午前・午後 

11／24（水） 
午前 

11／25（木） 
午後 

車(集団)検診 施設検診 

乳がん検診 

エコー マンモグラフィ 

20歳以上の女性 30～49歳 
の女性 

35～39歳 
の男女 

50歳以上 
の女性 

頸部のみ 
800円 
頸体部 

1,500円 

頸部のみ 
1,400円 
頸体部 

2,000円 

9／21 
（火) 

 
11／30 
（火)

安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー 

5／24 
(月) 
 

10／8 
(金） 
 

亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク 

5／24 
(月) 
 

9／30 
(木)

館
山
病
院 

5／31 
(月) 
 

9／30 
(木) 
 

指
定
さ
れ
た
医
療
機
関 
 

11／1 
（月） 

 
12／28 
（火） 

三
芳
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

10／15 
（金） ～

 

～
 

～
 

～
 

～
 



生ごみ処理容器 
（コンポスト） 

ＥＭ生ごみ処理容器 
（ＥＭぼかし） 

生ごみ処理機 
（機械式） 

対象ごみ処理 
容器 

土の上に設置し、微生物の
働きによって生ごみを分解
させ堆肥化させる。 

ＥＭ菌を用いて生ごみを発
酵させ、できたものを土に埋
めて堆肥化させる。液肥を
薄めて使用することも可能。 

微生物の働きにより生ごみ
を分解させるものや高温の
温風で生ごみを乾燥させる
ものなどがあります｡ 

補 助 金 額 

補助対象基数 

購入額の2分の1（1基につき3,000円限度） 

1年度に1世帯2基 

購入額の2分の1 
（1基につき30,000円限度） 

1年度に1世帯1基 
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【今月の環境標語】

「 人に優しく　地球に優しく　
南房総エコタウン」

環境標語コンテスト　優良賞
一般　川田　朝美さんの作品

＜標語の趣旨＞ 市民一人ひとりが、環境問題を考え、できることから取り
組んでいきたいと思って作りました。

申請方法

1．環境保全課、各支所またはホームページから交付申請書様式を入手し、必要事項を記入、押印のう

え、生ごみ処理容器などの見積書を添えて環境保全課または各支所へ提出してください｡

2．書類審査後、市から交付決定通知書を郵送します｡その後に生ごみ処理容器などを購入してください｡

3．購入後、実績報告書と交付請求書（2の交付決定通知書と一緒に送付）に必要事項を記入、押印し、

領収書を添えて環境保全課または各支所へ提出してください｡

市では、家庭から出る生ごみの減量化・資源化を推進し、市民ぐるみで環境問題に取り組むために、

生ごみ処理容器など購入費の一部を補助しています。

昨年度は、115世帯、140基の購入実績がありました。生ごみを堆

肥に再生利用し、有効活用するなど、市民一人ひとりが環境活動を

し、地球にやさしいエコタウンを目指しましょう。

対象者

・ 市内に住所があり、実際に住んでいる人

・ 肥料化されたごみを自ら処理できる人

・ 市税などの滞納のない人

Ｎo.34
エコ★ニュースエコ★ニュース

環境保全課  TEL 33－1053

生ごみ処理容器などの購入費を補助します
―地球にやさしい　環境都市をめざして―

※　必ず、購入前に申請してください。購入後の申請は受け付けられません。

環境都市づくり推進室は、4月から環境保全課に統合しました
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こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

２
月
23
日
付
け
で
農
林
水
産
省
・
観
光

庁
選
定
の
「
農
林
漁
家
民
宿
お
か
あ
さ
ん

百
選
」
に
民
宿
せ
と
川
・
小
滝
和
子
さ
ん

（
千
倉
地
区
）
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

小
滝
さ
ん
は
昭
和
40
年
か
ら
46
年
間
に

わ
た
り
民
宿
業
を
営
み
、
地
元
農
家
と
連

携
し
て
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
花
を
食
事

に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
長
年
に
渡
り
民
宿

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

市
観
光
協
会
（
飯
田
彰
一
会
長
）
で
は
、

「
訪
れ
た
旅
人
が
元
気
の
出
る
、
心
安
ら

ぐ
南
房
総
市
の
観
光
の
魅
力
」
を
テ
ー
マ

に
写
真
を
募
集
し
、
93
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

応
募
作
品
を
２
月
28
日
（
日
）
の
市
地

産
地
消
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
展
示

し
、
投
票
に
よ
り
23
点
を
選
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
野
レ
ミ
さ
ん
も
特
別
審
査
員
と

し
て
参
加
、
目
黒
輝
彦
さ
ん
の
「
絶
景
の

休
憩
所
」
が
優
秀
賞
と
平
野
レ
ミ
賞
の
ダ

ブ
ル
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

安
藤
　
十
三
男
「
早
春
花
景
」

優
秀
賞

遠
藤
　
茂
「
原
岡
桟
橋
と
夕
景
」

目
黒
　
輝
彦
「
絶
景
の
休
憩
所
」

入
　
選小

栗
山
秀
男
、
鈴
木
智
子
、
君
塚
義

美
、
山
口
正
明
、
渡
辺
秀
夫
、
内
海
祐

平
、
寺
島
淳
、
橋
本
路
夫
、
船
本
忠
良
、

川
名
由
希
子

佳
　
作目

黒
輝
彦
、
安
藤
十
三
男
（
２
作
品
）、

鈴
木
智
子
、
山
口
正
明
、
遠
藤
茂
、
根

芝
一
夫
、
平
柳
富
男
、
君
塚
敏
江
、
浅

沼
昭
司

新
た
な
住
民
組
織

白
浜
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
き
ら
り
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た

市
内
の
他
地
区
に
先
駆
け
、
地
域
づ
く

り
協
議
会
設
立
に
向
け
活
動
し
て
い
た
白

浜
地
区
で
は
、
３
月
29
日
（
月
）
に
、
設

立
総
会
を
開
催
、
市
内
初
の
地
域
づ
く
り

協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

概
要

会
の
名
称

白
浜
地
域
づ
く
り
協
議
会「
き
ら
り
」

ス
ロ
ー
ガ
ン

世
代
を
超
え
た
絆
を
深
め
、
お
だ
や

か
に
暮
ら
せ
る
美
し
い
白
浜
づ
く
り

中
目
標世

代
を
超
え
て
会
話
の
響
く
白
浜

み
ん
な
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら

せ
る
白
浜

「
白
浜
が
好
き
！
」
み
ん
な
が
言

え
る
白
浜

平
成
22
年
度
主
な
活
動

白
浜
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
開

催
、
地
域
の
美
化
活
動
（
ゴ
ミ
拾
い

駅
伝
）、
プ
ラ
ン
タ
ー
を
き
れ
い
に

す
る
活
動
、
城
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
お

よ
び
ガ
イ
ド
育
成
事
業
、
農
業
体
験

な
ど
。

会
員
数

36
人

小
滝
さ
ん
千
葉
県
で

2
人
目
の
認
定

〜
農
林
漁
家
民
宿
お
か
あ
さ
ん
百
選
〜

第
2
回
南
房
総
市

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

認定証を手にする石井市長と小滝さん

設立を喜ぶメンバー設立趣旨の経緯を話す栗原会長

絆安誉



賑
わ
い

お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
が
集
い
　
と

も
に
活
き
る
町

今
後
、
準
備
委
員
会
で
は
、
規
約
や
予

算
な
ど
を
協
議
し
、
４
月
下
旬
の
協
議
会

設
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

白
浜
・
和
田
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
、
先

行
し
て
地
域
づ
く
り
協
議
会
設
立
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
他
の
５
地
区
に
つ
い
て
も
、

各
地
域
市
民
協
働
推
進
室
に
配
置
す
る
地

域
づ
く
り
担
当
者
の
研
修
修
了
後
（
６
月

頃
）、
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
活
動
団
体
へ
の
支
援
や
育
成
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
「
市
民
提
案
型
ま
ち

づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助
金
」
の
活

動
団
体
（
13
団
体
）
が
平
成
21
年
度
の
活

動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

当
日
は
、
本
年
度
の
補
助
金
に
つ
い
て

和
田
地
域
づ
く
り
協
議
会
準
備
委
員
会

生
き
が
い
班
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
広
く
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
を
目
的
に
３
月
６
日
（
土
）、
第
１

回
寺
子
屋
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
石
井
市
長
か
ら
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
市
が
進
め
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
話

し
が
あ
り
、
辻
準
備
委
員
長
か
ら
、
経
緯
、

和
田
（
Ｗ
）
を
あ
ん
と
か
し
ね
ー
ば
（
Ａ
）

お
い
ね
ー
で
ぉ
（
Ｏ
）
の
思
い
を
込
め
て
、

協
議
会
の
名
称
を
「
和
田
地
域
づ
く
り
協

議
会
『
Ｗ
Ａ
Ｏ
！
（
わ
お
）』」
と
し
た
い

と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
準
備
委
員
会
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
生
き
が
い
班
」「
安
心
・
安
全
班
」

「
賑
わ
い
班
」
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で

協
議
さ
れ
た
、
中
目
標
と
協
議
会
設
立
に

向
け
て
の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

中
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
き
が
い

学
び
合
い
　
活
動
し
あ
え
る
　
ぬ
く
も

り
の
町

安
心
・
安
全

手
を
と
り
あ
い
　
誰
も
一
人
ぼ
っ
ち
に

し
な
い
町
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
行
役
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
３
月
10
日

（
水
）、
19
日
（
金
）、
20
日
（
土
）
の

３
日
間
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
養
成
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
と
は
、
組
織
が
成

果
を
あ
げ
る
よ
う
、
人
と
人
と
の
効
果

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
作

り
、
一
人
ひ
と
り
の
パ
ワ
ー
を
最
大
限

に
引
き
出
す
。
ま
た
、
多
様
な
考
え
方

を
ま
と
め
つ
つ
、
意
見
が
対
立
す
る
中

で
も
合
意
形
成
に
導
き
、
実
行
に
向
け

て
人
の
意
欲
を
高
め
る
役
割
を
担
う
人

で
す
。

研
修
で
は
、
総
務
省
地
域
人
材
ネ
ッ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
行
役

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
養
成
研
修
を
開
催

寺
子
屋
講
座
を
開
催
　
〜
和
田
地
区
〜

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
が
市
民
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

富
浦
・
富
山
・
三
芳
・
丸
山
・
千
倉
地

区
で
は
？

市
民
活
動
発
表
会
を
開
催
し
ま
す

ト
登
録
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

る
石
塚
雅
明
氏
ほ
か
㈱
石
塚
デ
ザ
イ
ン

事
務
所
の
皆
さ
ん
を
講
師
と
し
て
招

き
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
と
し
て
最
低
限

必
要
と
さ
れ
る
、「
う
な
づ
き
」「
話
し

合
い
の
書
き
出
し
」「
内
容
の
く
く
り
」

に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
践
を

通
し
て
学
び
ま
し
た
。

募
集
期
間
や
対
象
団
体
な
ど
の
説
明
も
行

い
ま
す
。

日
時

４
月
29
日
（
木
・
祝
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所

市
役
所
別
館
１
大
会
議
室

発
表
団
体

は
じ
め
の
一
歩
コ
ー
ス
　
４
団
体

房
州
ま
ん
ま
の
会
、
南
千
倉
ビ
ー
チ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
童
心
会
、
低
名
山

倶
楽
部

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
　
９
団
体

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
浦
エ
コ
ミ
ュ
ー
ゼ
研
究

会
、
安
房
拓
心
高
等
学
校
園
芸
部
、
和
田
浦

く
じ
ら
食
文
化
研
究
会
　
お
か
み
さ
ん
の

会
、
く
ら
し
ナ
ビ
安
房
倶
楽
部
、
上
瀬
戸
老

人
ク
ラ
ブ
、
た
の
く
ろ
里
の
村
、
城
山
登
山

道
を
生
か
す
会
、
金
比
羅
山
保
存
会
、
丸
山

地
区
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
　
℡
33
│
１
０
０
５

※

両
地
区
の
取
り
組
み
の
概
要
は
、
市

民
活
動
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
み
ん
み
ん

ネ
ッ
ト
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

http://civil.m
boso-etoko.jp/

講師によるファシリテータ実演
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この講習を受ければジムが利用できます。  
月1～2回　（月初め、最初の平日午前9時から）
電話受付  とみうら元気倶楽部内 

アロマの香りで心身をリラックス。  
5月18日（火）・6月22日（火）・7月20日（火） 
とみうら元気倶楽部 

文字と会話を学びながら韓国文化にも触れてい
きます。5月15日（土）から　毎月第3土曜日 
とみうら元気倶楽部 

講師は、青森県出身です。  
5月18日（火）から　毎月第1・3火曜日 
富山公民館 

どら焼きと黒豆大福 
6月7日（月）および秋1回　富山公民館 

受付日時　４月２６日（月) 午前９時から（先着順）　　申込期限　４月３０日（金) 定員になり次第、締め切ります。 
申込方法　電話・窓口で申し込みください。 

公民館講座・教室の受講生募集  ～市民の皆さんどなたでも参加できます～ 

講座・教室名 開催日および場所 時　　間 定員 申込および問い合わせ 

健康増進室 
利用者講習会 

韓国語講座 
（10回） 

アロマテラピー教室 
（3回） 

こぎんさし教室 
（12回） 

世界に1つのオリジナル作品を作りましょう。　 
5月20日（木）から　毎月第1・3木曜日 
富山公民館 

縫い物教室（8回） 

骨盤のゆがみを整えて、健康な体を作りませんか。
5月18日（火）から　毎週火曜日　富山公民館  

骨盤ケア教室（8回） 

和菓子作り教室 
（2回） 

鳥ゴボウのつくね、青葉とシラスのつけびたし、
ニンジンこまぶし 
6月21日（月）および秋1回　富山公民館 

楽しいクッキング教室 
（2回） 

みんなで楽しく、パンを作りませんか。  
6月8日（火）・22日（火）　富山公民館 

パンとケーキ作り 
教室（2回） 

手先を使って脳に刺激を！簡単な彫刻から仏像まで。
5月19日（水）から　毎月第1・3水曜日　 
富山公民館 

木工教室（木工一般） 
（10回） 

就学前の親子を対象とした読み聞かせ教室です。
5月28日（金）　 6月から毎月第3金曜日　 
三芳農村環境改善センター 

公民館読み聞かせ 
教室 
（10回）  

就学前の親子を対象とした教室です。水彩画・
フラダンス・英語 ・料理で遊びましょう。　　　 
（月初め、最初の平日午前9時から　電話受付）
5月17日（月）から　 毎月第3月曜日 
三芳農村環境改善センター 

体を動かし健康づくりを目的とした教室です。 
6月1日（火）から　毎週火曜日　　 
三芳農村環境改善センター 

つくしんぼ  
（10回） 

ストレッチ教室  
（10回） 

デザイン・文字・レイアウト・色彩を学び実際に作
ってみましょう。　　　　　　　　　　　　　
6月5日（土）・12日（土）・19日（土）　　　　
三芳農村環境改善センター 

チラシ・広告作り教室 
 （3回） 

羽田空港整備工場・切手とお札の博物館を見学
します。　　6月15日（火）　　県民の日 

親子館外学習   
（1回）  

チラシや紙紐を使った実用品作りを学びましょう。
5月28日（金）から　毎月第4金曜日　千倉公民館 

初めてのヨガ教室  
（10回）  

初めて体験する人のヨガ教室です。　　　　　
健康・体力維持にどうぞ　5月10日（月）から　 
毎月第2・4月曜日　千倉公民館 

エコな工芸教室  
（10回） 

いろいろなことに楽しくチャレンジしましょう。 
5月8日（土）から 　 毎月1回程度　 土曜日ま
たは日曜日に開催　　千倉公民館および現地 

子どもチャレンジ教室 
（10回）  

 

各回で時間を設定 10人 

10人 

10人 

20人 

20人 

24人 

10人 

20人 

10人 

20人 

月により 
10組～ 
20組 

15人 

定員なし 

20人 

40人 

15人 

20人 

15人 

19:30～21:00 
（材料費1回2,000円） 

19:30～21:00 
（テキスト代　実費） 

13:30～15:30 
（材料費　実費） 

13:30～15:30 
（材料費 １回1,000円） 

13:30～15:30 
（材料費 １回1,000円） 

13:30～15:30 
（材料費　800円） 

13:00～16:00 
（材料費 １回500円） 

13:00～15:00 
（材料費　実費） 

14:00～15:00

10:00～12:00

10:00～12:00 
（材料費　実費） 

13:30～15:00

13:00～15:00 
（材料費　700円） 

8:30～18:00 
（参加費　500円） 

13:30～15:30 
（教材費　実費） 

9:30～12:00 
時間変更の場合あり 
（材料費　実費） 

13:30～15:30

とみうら元気倶楽部 
TEL　33－3411

富山公民館 
TEL　57－3590

三芳農村環境改善 
センター 

TEL　36－4114

千倉公民館 
TEL　44－3121
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飾り太巻き寿司を楽しく学びましょう。  
6月14日（月）・21日（月）・28日（月）　千倉公民館 

「亜麻色の髪の乙女」が弾けるよう学びましょう。
6月2日（水）から　毎週水曜日（ギター持参） 
千倉公民館 

実用できる紙ひもバッグなどを作りましょう。  
5月14日（金）　6月から毎月第3金曜日　　
白浜公民館 

健康体力維持に無理なく楽しく体を動かしましょう。
5月12日（水）から　毎月第2・4水曜日　 
白浜公民館 

講座・教室名 開催日および場所 時　　間 定員 申込および問い合わせ 

太巻き寿司教室  
（3回） 

初めてのフォークギター講座 
（10回） 

紙ひも細工教室  
（10回） 

パソコンは怖くない。電源の入れ方から覚えま
しょう。 
6月3日（木）から　毎週木曜日（パソコン持参）
白浜公民館 

50歳からのパソコン教室 
（10回） 

ヨガを通して健康づくりをしましょう。  
6月11日（金）から 毎月第2・4金曜日 
和田コミュニティセンター 

健康体操教室 
（3Ｂ体操）（10回） 

日本茶講座 
（3回） 

いろいろなことに楽しくチャレンジしましょう。 
5月15日（土）から　毎月1回程度　土曜日ま
たは日曜日に 開催　　白浜公民館および現地 

子どもチャレンジ教室 
（10回） 

絵本の読み聞かせ教室 
4月10日（土）から　毎月第2土曜日　南三原公民館 

絵本読み聞かせ教室 
（12回） 

「持っている・持ちたいけどいま一つ使い方が
わからない」という人に、便利な機能の使い方
などを教えます。  
5月13日（木）・20日（木）・26日（水） 
白浜公民館 

携帯電話の使い方  
（3回） 

デザイン・文字・レイアウト・色彩を学び実際に作ってみましょう。 
6月5日（土）・12日（土）・19日（土） 
和田コミュニティセンター 

チラシ・広告作り教室 
（3回） 

園芸・野菜の育て方、管理の仕方を学びます。 
5月12日（水）から　毎月第2水曜日 
三芳農村環境改善センター 
5月26日（水）から　毎月第4水曜日　 
丸山公民館 

園芸・野菜教室  
（2館×7回） 

ヨガ教室 
（6回）  

房総の山々を巡ります。　 
①5月22日（土）千倉地区　②6月26日（土）　白浜地区 

自然の野山を歩き、植物や動物について学びます。
①5月27日（木）　②6月17日（木）　③7月15日（木） 
丸山公民館集合 

南房総低名山教室  
（2回） 

動植物講座  
（3回） 

里見氏の興亡について学びます。　　　　　　 
①5月15日（土） 房総里見氏の誕生　　富山公民館
②6月19日（土）  房総里見氏ゆかりの石造物 

丸山公民館 
③7月10日（土）  房総里見氏と八犬伝　富山公民館
座学および現地 

自然遺跡や社寺などを巡ります。  
①5月11日（火）野鳥の森 
②6月16日（水）賀茂神社　　現地集合 

気の流れをよくし、「からだ」と「こころ」を元気にします。 
5月28日（金）から　隔週金曜日　丸山公民館  

南房総探検クラブ 
（2回） 

歴史講座 
 （3回） 

太極拳教室 
（10回） 

13：30～15：30  
（材料費　実費） 

20人 

13：30～15：00  
（材料費　実費） 20人 

13：30～14：30 20人 
 

15人 

15人 

15人 

定員なし 

15人 

20人 

各20人 

各30人 

各35人 

15人 

13：30～15：30  
（材料費　実費） 

20人 19：00～21：00 
 （教材費　実費） 

9：30～12：00 
時間変更の場合あり 
（材料費　実費） 

13：30～15：30

10：00～11：30

20人 13：30～15：30

18：00～20：00 
（材料費　700円） 

19：30～21：00

13：30～15：30

9：00～16：30

各30人 

20人 9：00～15：00

14：00～16：00

9：30～15：30

千倉公民館 
TEL　44－3121

白浜公民館  
TEL 30－5140

丸山公民館  
TEL　46－4031

和田コミュニティ 
センター 
 TEL　47－2710

10：00～16：00

※　申込者が少ない場合は教室を開催できない場合があります。 

日本茶の手揉み体験やいろいろな淹れ方を学
びましょう。 
6月9日（水）・16日（水）・23日（水） 　千倉公民館 

い 



指
定
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
、

納
期
ご
と
に
自
動
的
に
振
り
替
え

ら
れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
取
扱

金
融
機
関
な
ど
に
通
帳
お
よ
び
届

出
印
を
持
参
し
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関
な
ど
（
各
本
支
店
）

千
葉
銀
行
／
京
葉
銀
行
／
君
津

信
用
組
合
／
安
房
農
業
協
同
組

合
／
館
山
信
用
金
庫
／
房
総
信
用

組
合
／
千
葉
興
業
銀
行
／
三
井
住

友
銀
行
／
千
葉
県
信
用
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
／
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

郵
便
局

領
収
書
の
送
付

原
則
と
し
て
送
付
し
ま
せ
ん
。

必
要
な
場
合
は
担
当
課
ま
た
は
支

所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

口
座
の
預
貯
金
が
不
足
し
て
い

る
と
、
振
り
替
え
が
で
き
ま
せ
ん
。

再
度
の
振
り
替
え
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
預
貯
金
口
座
を
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
振
り
替
え
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

担
当
課
ま
た
は
支
所
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

市
税
な
ど
の
各
納
期
限
は
月
末

20 2010年4月号

市
税
な
ど
の
納
付
は

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
で

で
す
。
た
だ
し
、
休
日
な
ど
の
場

合
は
そ
の
翌
日
が
納
期
限
で
す
。

12
月
の
納
期
限
は
、
固
定
資
産

税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
は
25
日
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
月
末
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数

料
・
延
滞
金
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
期
内
の
納

税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
℡
33
│
１
０
２
３
　

保
険
年
金
課
　

℡
33
│
１
０
６
０

高
齢
者
福
祉
課
　

℡
36
│
１
１
５
４

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
の
「
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
旅

客
運
賃
減
額
」
欄
に
第
１
種
ま
た

は
第
２
種
の
記
載
が
あ
る
人
は
、

手
帳
の
呈
示
ま
た
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用

に
よ
り
有
料
道
路
の
障
害
者
割
引

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
割
引
を
利
用

す
る
に
は
必
ず
事
前
に
登
録
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

割
引
料
金
額

通
常
料
金
の
半
額
（
半
額
に
し

た
際
に
生
じ
る
端
数
は
、
有
料
道

路
の
計
算
単
位
に
よ
り
切
り
上
げ

ま
す
）。

対
象
者
な
ど
の
範
囲

障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
す
べ
て
の
人

障
害
者
本
人
以
外
の
人
が
運
転
し
、

障
害
者
本
人
が
同
乗
す
る
場
合

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

重
度
障
害
者

※

重
度
障
害
者
（
手
帳
の

3月25日（木）実施　
●　組織機構の一部改正
●　4月1日付け人事異動

3月定例記者会見 暮らしの 暮らしの 

お知らせ お知らせ 

今月の表紙　　安藤十三男さん(千倉地区)

私の好きな場所、千倉地区・白間津にある花畑で撮影しました。花

と灯台、花摘みに訪れた人、沖行く船、高速バスとそれぞれの被写体

を絶妙なバランスで入れることができました。

コンテストには、ほかに「花の中の少女」、「晩夏」の作品を応募し

ました。花栽培の人、花摘みの人のほか皆さんの協力で撮れた作品が

最優秀賞に選ばれて感謝しています。

今月の表紙

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

有
料
道
路
で
の

障
害
者
割
引
制
度

平成22年度市税などの納期 
月 
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介護保険料 

1期 

1期 

2期 

 

 

1期 

1期 

 

2期 

 

2期 

2期 

3期 

 

3期 

 

4期 

4期 

4期 

3期 

 

 

6期 

6期 

5期 

4期 

 

 

8期 

8期 

6期 

 

 

 

3期 

3期 

 

 

 

5期 

5期 

 

4期 

 

7期 

7期 

 

 

 

 

全期 

1期 

2期 



212010年4月号

総人口（－160） 
43，424人 

男（－75） 
 20，809人 
女（－85） 
 22，615人 
世帯数（＋2） 
 17，109世帯 

出生 17人 

死亡 79人 

転入 150人 

転出 248人 

人口の動き （平成22年4月1日現在） 
（　）内は前月比 

「
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
旅

客
運
賃
減
額
」
欄
が

「
第
１
種
」
の
人
）
が
自

分
で
運
転
す
る
場
合
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
車
の
範
囲

登
録
で
き
る
車
は
、
対
象

と
な
る
障
害
者
１
人
に
つ
き

１
台
で
す
。

車
種
要
件
な
ど
に
よ
り
、
登

録
で
き
な
い
車
が
あ
り
ま
す
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
場
合

「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
対
象
者
証

明
書
」
を
窓
口
で
発
行
し
ま

す
。
専
用
封
筒
で
有
料
道
路

事
業
者
へ
登
録
を
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
後
日
、
書
面

で
Ｅ
Ｔ
Ｃ
が
利
用
可
能
と
な

る
日
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

割
引
有
効
期
間

新
規
・
変
更
の
場
合
は
手

続
き
終
了
日
か
ら
２
回
目
の

誕
生
日
ま
で
。

更
新
の
場
合
は
手
続
き
終

了
日
か
ら
３
回
目
の
誕
生
日

ま
で
（
割
引
有
効
期
限
の
２

カ
月
前
か
ら
更

新
可
能
）。

※

Ｅ
Ｔ
Ｃ

利
用
は
、

登
録
の
関

係
上
、
２

週
間
前
ま

で
に
手
続

き
を
し
、

証
明
書
を

登
録
係
に

郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

割
引
利
用
時
の

注
意
事
項

Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用

の
場
合
で
も
身

体
障
害
者
手
帳

は
必
ず
携
行

し
、
必
要
が
あ

れ
ば
料
金
所
係
員
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
で
あ
る
障
害
者
が
他

人
に
割
引
を
受
け
さ
せ
た
り
、

虚
偽
の
申
請
を
行
っ
た
場
合
、

ま
た
、
対
象
で
あ
る
障
害
者

以
外
の
人
が
割
引
を
受
け
た

場
合
は
、
違
反
行
為
と
な
り
、

罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
　

℡
36
│
１
１
５
１

県
在
宅
緩
和
ケ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
（
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

内
）
で
は
、
が
ん
患
者
や
家

族
か
ら
の
、
在
宅
療
養
上
の

不
安
や
悩
み
な
ど
、
在
宅
緩

和
ケ
ア
に
関
す
る
電
話
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

相
談
日

毎
週
水
・
木
・
金
曜
日

（
祝
日
な
ど
除
く
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

専
用
電
話

０
４
３
│
２
６
４
│
５
４
６
５

費
　
用

無
料

海
に
現
れ
る
妖
怪
で
有
名
な
の
は
、
船
幽
霊
や

海う
み

坊
主
ぼ
う
ず

で
す
ね
。

ど
ち
ら
も
沖
に
現
れ
、
船
に
海
水
を
入
れ
た
り
、

岩
場
に
誘
い
込
ん
だ
り
し
て
、
船
を
沈
め
よ
う
と

す
る
恐
ろ
し
い
妖
怪
で
す
。
漁
師
が
船
を
櫓ろ

で
操
あ
や
つ

り
な
が
ら
漁
を
し
て
い
た
昔
は
、
そ
の
妖
怪
た
ち

が
よ
く
現
れ
た
の
で
す
。

昔
む
か
し
、
和
田
の
沖
で
、
あ
る
漁
師
が
漁
を

し
て
い
る
と
、
舳
先
へ
さ
き

の
ほ
う
に
多
き
な
海
坊
主
が

現
れ
て
言
っ
た
そ
う
で
す
。

「
怖
く
は
ね
え
か
」

漁
師
は
内
心
と
て
も
怖
か
っ
た
が
、
怖
い
と
言

え
ば
、
何
を
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
我
慢
し

て
、「

怖
く
ね
え
」

と
答
え
た
と
こ
ろ
、

「
そ
れ
で
は
お
前
は
何
が
怖
い
か
」

と
聞
い
た
の
で
、

「
板
子
一
枚
下
は
地
獄
だ
。
俺
ら
の
稼
業
ほ
ど

怖
い
も
ん
は
ね
え
」

と
答
え
た
と
こ
ろ
、
海
坊
主
は

「
そ
う
か
」

と
言
っ
て
、
海
中
に
消

え
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と

を
今
の
古
老
た
ち
に
聞

い
て
も
、
実
際
に
遭あ

っ

た
と
い
う
人
は
一
人
も

お
り
ま
せ
ん
。

第48話
生稲謹爾

「海坊主」

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

そ
う
だ
ん 

そ
う
だ
ん 

申請手続 

利用手段 必要書類（各申請共通） 提 出 先 

手帳の呈示に 

よる割引利用 

ＥＴＣによる 

割引利用  

①有料道路障害者割引申請書兼ETC利用申請書 

②身体障害者手帳または療育手帳  

③自動車検査証または軽自動車届出済証 

④運転免許証（障害者本人が運転する場合のみ）  

上記の①から④の書類 

⑤ＥＴＣカード（障害者本人名義のもの）  

 

社会福祉課、

市民課 

または 

各支所地域

市民福祉課

（三芳支所を

除く） ⑥ＥＴＣ車載器の管理番号が確認できるもの 
　（ＥＴＣ車載器セットアップ申込書・証明書など） 

※　書類確認後、身体障害者手帳または療育手帳に、割引に必要な事項を記載します。

携　帯
サイト

ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを送信してください

が
ん
患
者
の
在
宅
療
養

の
相
談
に
応
じ
ま
す



2010年4月号

有
料
広
告

※

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告

主
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ゴミや不用品の処分でお困りの時は、 にお任せ下さい 

～地球に優しい環境造りのお手伝い～ 

OKABE CONSTRYCTION CO.LTD.  

ISO9001 
ISO14001
認証取得 

TEL 0470－36－2266
千葉県館山市亀ヶ原890-1  

http://www.okabe-c.co.jp

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

医療法人財団 
【お問合せ】℡０４７０－５５－２１２５（担当／辻） ※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

鋸南きさらぎ会 

職 員 
募 集 

○ 職　種　看護師及職　種　看護師及び看護奨学生…若干名び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院勤務地　鋸南病院（指定管理指定管理） 

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
6月に敷地内で 
びわ狩り体験可 

南房総岩井海岸の宿 

TEL 0470－57－2378  FAX  0470－57－2306

南房総市高崎1298－1 
http://www.awa.or.jp/home/o-sunada/http://www.awa.or.jp/home/o-sunada/

オーベルジュとは宿泊施設付きのレストランを 
意味するフランス語です 

オーベルジュとは宿泊施設付き 
のレストランを意味するフランス 
語です 

南房総岩井海岸の宿 南房総岩井海岸の宿 
民宿　オーベルジュ 民宿　オーベルジュ すなだ 
歓送迎会など承ります 

6月に敷地内でびわ狩り体験可 

http://www.awa.or.jp/home/o-sunada/22

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
４
月
号

平
成
22
年
４
月
８
日
発
行

発
行
　
南
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総
市
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２
９
９
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２
４
９
２

千
葉
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南
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総
市
富
浦
町
青
木
28
番
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編
集
　
情
報
推
進
課
　
℡
　
０
４
７
０
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房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

キ
ッ
ズ
野
球
「
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
」
は
、
和
田
地
区
の
野

球
好
き
な
30
歳
代
が
中
心
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
野
球

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
活
動
し
て
い
る
団
体

で
、
平
成
20
年
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

団
体
で
は
、
月
１
回
、
南
三
原
小
学
校
校
庭
を
会
場

（
会
場
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
に
キ
ッ
ズ
野
球

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

キ
ッ
ズ
野
球
教
室
で
は
、
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
て

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ノ
ッ
ク
な
ど
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。

参
加
費
は
、
２
０
０
円
で
、
対
象
年
齢
は
、
幼
児
か
ら

小
学
校
低
学
年
ま
で
で
す
。
男
女
を
問
わ
ず
、
遊
び
感
覚

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
バ
ッ
ト
や
グ
ロ
ー
ブ
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

今
後
は
４
月
25
日
（
日
）、
５
月
23
日
（
日
）
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。

※

参
加
者
は
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど
を
用

意
し
て
運
動
の
で
き
る
格
好
で
お
願
い
し
ま
す
。

野
球
に
興
味
の
あ
る
み
ん
な
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま

す
。「

さ
ぁ
！
　
み
ん
な
で
野
球
を
し
よ
う
！
」

活
動
の
内
容
は
、
南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

h
ttp

://c
ivil.m

b
o
s
o
-e
to
ko

.jp
/g

ro
u
p
/d
e
ta
il.

a
s
p
?
id
=
5
3

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
箜

ボールを捕って　投げる　野球って楽しいな

〜
キ
ッ
ズ
野
球
「
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
」
〜

代
表
　
近
田
　
真
二
　
　
会
員
　
12
人

℡
０
９
０
│
４
７
５
０
│
０
４
１
６

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
知
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
　
TEL
33
│
１
０
０
５

1号　10,000円/月
料金割引　5％～最大20％OFF

広告募集中

※　3カ月連続で5％割引
※　10カ月～12カ月連続で20％割引


